
１０年後の廿日市市の姿を記事にした
「廿日市ミライソウゾウ夢新聞」を作成しました！

これまで、２回のワークショップを通じて、参加者の皆さんと「廿日市市の理想の姿」、「理想の姿の

実現に向けたアイデア」を考えてきました。今回は、これまで考えてきた内容をもとに、10年後の廿

日市市の姿を想像し、どんなまちになっているかを新聞記事の形で表現しました！

若者子ども夢会議の流れ

当日の様子

最初に流れを説明をした後、新聞づくりが始まりました。序盤は、どのグ

ループもテーマ決めや記事の内容を考えるのに苦戦しているようでしたが、

いざ記事を書き始めると、猛烈なスピードで新聞記事が出来上がっていき

ました！！最後は、素敵な新聞が４紙できあがり、全員で内容を共有し

ました。

第３回
【日時】令和６年10月27日【場所】廿日市市民ホール

News letter

本日のプログラム

1. 開会あいさつ

2. 前回のふりかえり

3. 流れの説明

4. ワークショップ

「若者子ども夢新聞をつくろう！」

5. 全体共有

6. 閉会あいさつ

実施済み

「どんなテーマにしようか」「何
を書こうか。。」悩み中。。

最後の１秒まで真剣な新
聞づくりが続きました...!

最初に新聞づくりの
内容について説明

記事の内容が決まって、
新聞づくりスタート！

早速立ち上がって、サクセン
カイギをするグループも！

新聞の内容を発表！
どのグループの発表も熱がこ
もっていて素晴らしかったです

実施済み

若者子ども夢会議の参加者の皆様！

3回のワークショップ、お疲れ様でした。10年後のまちの姿を考えるというテーマを通じて、皆さんが廿日市市の将来に期待

することをしっかり受け取らせていただきました。今後も廿日市市では、まちづくりを市民の皆様とともに進める企画を検討し

ていきますので、機会があれば、ぜひ参加してみてください！



グループ１ つながりのまち 廿日市

編集後記
（若者子ども夢会議に
参加しての感想）

１０年後も廿日市
に住んでいたい！

みんなで理想のマチを
考えていくことで将来
がとても楽しみだと思
いました。
このような機会に参加
させていただき、あり
がとうございました。

若者の中でも年齢・性別・職種の違いから
様々な意見が出てきて自分にない考えを得る
ことができたので非常に面白い経験になりま
した。10年後の廿日市市に少しでも貢献で
きていたら嬉しいです。企画・運営などたく
さんありがとうございました。

10年後を想像す
るのが難しかった



グループ２ 日本一訪れたい街で高校生キャリア支援が始動

編集後記
（若者子ども夢会議に
参加しての感想）

2045年、さらに10年
後、今年生まれた赤
ちゃんが成人するころ、
どんな街になっている
か、楽しみです(^-^)

10年後の廿日市、新
しい活動が始まって今
よりもっとにぎわった
廿日市に戻ってきたい
です。

たくさん素敵なアイデ
アが出てきて驚いた。
10年後 とても楽しみ。

これからの廿日市が
どう変わるのかがと
ても楽しみです。



グループ３ 廿日市市、教育改革の新時代へ！！

編集後記
（若者子ども夢会議に
参加しての感想）

具体的なプランを
グループで完成さ
せることができた
ので、未来がある
なと実感しまし
た！！

今回、全3回のプログラムを通して皆さんの
思う廿日市市について話すことで廿日市市
に対する共通の意識や共通の思いが数多く
あることがわかり、私が抱いた思いを皆さ
んが真摯に受け止めてくれたことが簡単な
ことですが、うれしかったです。

他の人の意見や夢を
聞けて良かった。み
んながどのように廿
日市をもりあげてい
きたいかがわかった

今回を通して新しい価値
観が生まれ、充実した3
日間でした。新しい出会
いもたくさんあり、3回
で終わるのが少し寂しい
です。また集まれたらう
れしいです

普段関わることのない年齢や職種の方々と
廿日市の未来について話す時間はとても充
実しており、楽しかったです。考えた未来
も複数人で話し合っていくとつくれるよう
な気がしています。子どもたちがいきいき
とすごす、全ての方々が自分の得意を活か
せるそんな街にしていきたいです。



グループ４ 誰もが住みやすいまち廿日市へ

編集後記
（若者子ども夢会議
に参加しての感想）

・学生さん、全く違う業界で働
く社会人の先パイ、色んな方と
お話しできて楽しかったです。
・廿日市市の新たな課題も知る
ことができて、未来の姿がどう
なっていくのか楽しみです。

他校の方や実際に社会で働いてい
らっしゃる方々などのいろいろな観
点から見た廿日市の良さと課題を知
ることができて、とても学びになっ
たと思います。これから、廿日市市
がどのように変化するのか興味がわ
きました。

グループディスカッションを通じて自分の意見に他人の意見
を吸収することができました。たくさんの人と話し合うのは
楽しく、自分の意見がまちづくりに反映されるかもしれない
というやりがいを感じました。廿日市市のよさを再確認する
と共に、廿日市市が抱える課題について理解が深まり、自分
の意見をもつことができたのは大きな学びだった。若者が意
見を発する場は少ないので貴重な体験でした。今後も積極的
に参加し続けようと思います。ありがとうございました！

本当に地震などの災害が起き
たら…と想像すると現状のま
まだと、助かる命も助けられ
なくなるのでは…？と思いま
した。これを機に、「誰もが
住みやすいね」ってなるよう
考えていきたいと思います。


